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京都市立西京高等学校・附属中等教育学校
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設立 1886年

生徒数（中学） 360名

生徒数（高校） 845名

設置学科 エンタープライジング科（全日制）
普通科（定時制）

高校・中学で一人一台のタブレットPC

全教室で無線LAN環境が整備
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学習管理システム・電子教科書の導入
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学習管理システム moodle 電子教材閲覧システム BookRoll
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学習ログの活用の取り組み

生徒の学習ログを活用することによって
公正に個別最適化された学習支援を目指す
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学習ログの蓄積状況（2019年）
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リサーチクエスチョン

中等教育段階において

BookRollによって集められたデータはどのように学習・教授活動の改
善に役立てることができるのか？
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◆ ペンストロークデータ解析を用いた教育支援

◆ 夏休み課題における取り組みパターンの分析
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１．ペンストロークデータ解析を用いた教育支援
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京都大学大学院情報学研究科緒方研究室
研究者: 吉武大地 （M1)
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解答停滞箇所を表示
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BookRoll Dashboard

前のストロークからの遅延が大きい箇所を色付け
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手書き解答の再現（動画）

• ストロークに時間がかかった箇所は赤
色で表示される

• 消しゴムの利用も含め、回答プロセス
の詳細が把握できる

• 授業の中で使えるように、倍速機能や
匿名モード、PDFダウンロード機能も
実装
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授業での活用の様子
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手書き解答の自動分類
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ペンストロークデータの特徴をもとに、解答全
体の中で典型的なパターンを抽出
→ 生徒の解答を解き方によってパターン分け
→ 教員の解答チェックの手間を削減
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２．夏休み課題取り組み分析

12



Learning and Educational Technologies Research Unit

コースと教材

• 中3数学夏休み課題を対象

• 1ページ1問（全49ページ）

• 問題はBookRoll上で配信

• 問題を解いたら「理解度チェック」
に回答するように指示
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理解度チェック

問題に対する理解度を「完璧」「わかった」「よくわからなかった」
の3段階で自己評価
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集計結果（ページ別）
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理解度
わからない

完璧

わかった

※同じ問題に複数回答がある場合は最初の回答を集計に使用

• ページが進むにつれて
アンケート回答者が少
なくなっている

• 一部のページで「わか
らない」と答えた生徒の
割合が多い
→夏休み中に弱点を把
握して、休み明けの授
業の準備ができる
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取り組みパターン一覧
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取組パターンの例
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A コツコツ取り組む B 序盤に終わらせる C 終わったあとで復習する
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取組パターンの例
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D 終盤に駆け込む E 途中で力尽きる F やらない
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取組パターンの分類
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タイプ 説明

A 毎日コツコツ取り組む

B 序盤で終わらせる

C 序盤で終わらせ、終わったあとに再度解き
直す

D 終盤に駆け込む

E 途中で力尽きる

F やらない

Nan データ欠損（PDFまたは紙でやった生徒）
※パターン分けは分析者二名で目視によるダブルチェック
によって行われた（一致率＝0.84）
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取組パターンと成績比較

• Cの成績が最も高い
→復習が重要

• A, B, Dの間に顕著な差は見
られない
→取り組む時期にこだわる必
要はない

• E, Fは成績が低い
→最後までやることが大事
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中等教育段階における学習ログの活用場面
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学習ログが生徒・教員に提供できる価値を場面ごとに見極めていく必要

授業中
家庭学習

（特に長期休業期間）

• 粒度の細かいデータを使った分析
（例．ペンストロークデータ）

• 教員の手間を削減するための分析
（例．典型例の自動分類）

• 生徒の理解レベルの把握
（例．理解度チェック）

• 学習パターンについての分析
（例．系列分析）
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学習分析によるエビデンスに基づく教育の支援
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学習ログから介入の効果を推定
→ エビデンスとしてデータベースに蓄積
(Kuromiya et al., to be submitted)



Learning and Educational Technologies Research Unit

ご清聴ありがとうございました！
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京都大学大学院情報学研究科
博士課程 黒宮寛之
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